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演題名
入院患者における自主練習の実施率を100%にしたい

～対象者が能動的に取り組むシステム作り～

施設名 ねりま健育会病院
(ふりがな)

発表者（職種） 渡邉
わたなべ

　芽衣
めい

　（理学療法士）

改善の指標と
その目標値

自主練習の提供は、「自主練習を患者に向けて提案している」、
自主練習の実施は、「患者がリハビリ時間以外で行っている」、
自主練習の目的の共有は、「自主練習の意味や目的に対して療法士と患者が共有している」、と定義し、
アンケートへの同意書が書ける方を対象者として、自主練習の提供率、実施率、目的の共有率を、
令和3年11月末までに全て100％ にする事を目標とした。

(ふりがな)

チーム名 自主練
じしゅれん

オタク

分類 ①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

取り組種別 課題達成型

改善しようとした
問題課題

当院理念では、「早期の在宅復帰と社会参加を実践することで地域貢献を進めます」と掲げている。
運動量増加は、生活能力向上に有効であり、早期の在宅復帰に寄与しうる。
しかし、1日の療法士の介入は、診療報酬上3時間に限られる。
運動量増加を図るには、リハビリ時間外の自主練習の定着が効果的と考える。
そこで、患者さんが生活との関連を理解し、自主練習を能動的、且つ継続的に取り組める仕組み作りに取り組
んだ。

実施した対策

■自主練習の提供状況や自主練習の定義を、病棟会や勤務時間で発信する。
■患者へのアンケートで、現在の余暇時間の過ごし方を聴取する。
■TQMの情報発信後に、各療法士が担当患者に自主練習の再検討をする。
■患者と自主練習の目的を共有する時間を作る。
■自主練習の目的の共有が出来ている患者に行っている工夫を、病棟会や勤務時間で発信する。
■ファイルを使用し、自主練習が提供されていることを見える化する。

改善指標の
対策実施

前後の変化

■取り組み実施前から、実施後の変化は以下の通りである。
・自主練習の提供率は、49％から100％に増加 （目標達成）。
・自主練習の実施率は、43％から100％に増加 （目標達成）。
・自主練習の目的の共有率は、29％から88％に増加。

歯止めと
標準化

■療法士へ、スターターキット（複数の自主練習内容をまとめた冊子）の提供と運用。
■全患者へ、自主練習チェック表の提供。
■全患者へ、目標設定シートの提供。
■療法士へ、新規入院患者への自主練習提供のリマインダーメールの送信と確認。

活動の種類
※複数選択可

①職場単位の活動

チーム
メンバー
（職種）

渡邉　芽衣 理学療法士

太田　智代 理学療法士

奥村　未来 理学療法士

斉田　直人 理学療法士

活動の場
※複数選択可

②支援部門 樋口　明伸 理学療法士

岡　徳之 作業療法士

田尾　美菜 作業療法士

藤田　彩乃 作業療法士

活動期間 令和3年6月　～　12月
梅木　彩季 言語聴覚士

加藤　真希子 看護師

リーダー名
（職種）

渡邉　芽衣　（理学療法士）

活動回数 26 回



【テーマ選定】

【現状把握と攻め所の明確化】



【目標設定】

【成功シナリオの追及と実施】

【方策立案】

【中間効果】



【シナリオの再追及と実施】

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】 【良かった点と反省点】




